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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　梁材と柱材とによって骨組構造体が形成される建物の補強構造であって、
　前記骨組構造体の上縁は、第１方向に向けて略平行に配置される一対の第１天井梁と、
前記第１方向に略直交する第２方向に向けて略平行に配置される一対の第２天井梁とによ
って形成されるとともに、前記第１天井梁間には、前記第２方向に向けた天井根太が前記
第１方向に間隔を置いて複数、差し渡されており、
　前記骨組構造体の天井部の一部を切断して開口部を形成した際に、前記開口部又はその
周辺に位置する前記天井根太に対して、下面を既存の位置より上方に上げる上げ越し処理
を施すとともに補強をおこなった補強天井根太を設ける構造であって、
　前記補強天井根太は、前記開口部に差し渡される上側根太材と、その上側根太材の一端
を下方から支持させるために重ね合わされる下側根太材と、前記上側根太材と前記下側根
太材とを接合する連結金具と、前記上側根太材の端部と前記第１天井梁とを繋ぐ端接合金
具とを備えていることを特徴とする建物の補強構造。
【請求項２】
　前記第１天井梁は、天井内部側が開放されるように凹部が向けられた溝形鋼又はリップ
付き溝形鋼によって形成されており、前記端接合金具は、前記凹部を形成する下側のフラ
ンジに載置させる座金を有するとともに、略Ｌ字状に形成されることを特徴とする請求項
１に記載の建物の補強構造。
【請求項３】
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　前記連結金具は、前記上側根太材と前記下側根太材の側面に跨って取り付けられること
を特徴とする請求項１又は２に記載の建物の補強構造。
【請求項４】
　梁材と柱材とによって骨組構造体が形成される建物の補強構造であって、
　前記骨組構造体の上縁は、第１方向に向けて略平行に配置される一対の第１天井梁と、
前記第１方向に略直交する第２方向に向けて略平行に配置される一対の第２天井梁とによ
って形成されるとともに、前記第１天井梁間には、前記第２方向に向けた天井根太が前記
第１方向に間隔を置いて複数、差し渡されており、
　前記骨組構造体の天井部の一部を切断して開口部を形成した際に、前記開口部又はその
周辺に位置する前記天井根太に対して、下面を既存の位置より上方に上げる上げ越し処理
を施すとともに補強をおこなった補強天井根太を設ける構造であって、
　前記補強天井根太は、前記第１天井梁間に差し渡される主根太材と、その主根太材の側
面に固定される副根太材とを備え、前記副根太材は前記主根太材よりも短く形成されると
ともに、前記主根太材の上げ越し処理された箇所の高さと同等以下の高さに形成されるこ
とを特徴とする建物の補強構造。
【請求項５】
　前記開口部又はその周辺に位置する前記第１天井梁又は前記第２天井梁の少なくとも一
方は、天井内部側が開放されるように凹部が向けられた溝形鋼又はリップ付き溝形鋼によ
って形成されており、その凹部の開放側に前記第１天井梁又は前記第２天井梁に沿って補
強梁が配置され、
　前記凹部を形成するウエブと前記補強梁とが、前記補強梁を取り付けるための固定片が
形成された曲げ板状の連結部材と締結部材とによって連結されることを特徴とする請求項
１乃至４のいずれか一項に記載の建物の補強構造。
【請求項６】
　前記固定片は、前記補強梁の短手方向に間隔を置いて複数箇所に設けられていることを
特徴とする請求項５に記載の建物の補強構造。
【請求項７】
　前記連結部材は、前記補強梁の長手方向に、複数個間隔を置いて設けられていることを
特徴とする請求項５又は６に記載の建物の補強構造。
【請求項８】
　前記補強梁は、前記凹部の開放側に、凹部の開放側を向かい合わせにした溝形鋼又はリ
ップ付き溝形鋼であることを特徴とする請求項５乃至７のいずれか一項に記載の建物の補
強構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、梁材と柱材とによって骨組構造体が形成される建物に、鉛直方向に開放され
る開口部を設ける際の建物の補強構造に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、建物としてのユニット建物に吹き抜け空間等の開口部を形成するために、開口部
の周辺に位置する床梁や天井梁に、補強部材（スチフナー）を溶接接合又はボルト接合す
るユニット建物の補強構造が知られている（例えば、特許文献１，２等を参照）。
【０００３】
　この特許文献１，２に開示された開口部の補強は、ユニット建物を新築する際におこな
われるものであって、工場において建物ユニットを組み立てる工程の中でおこなわれるた
め、溶接による接合が可能であるうえに、ボルト接合の場合も取付箇所の制約をほとんど
受けることがなく、任意の箇所でおこなうことができる。
【０００４】
　他方、改装時に既存のユニット建物の床や天井を開口して収納庫を設けたり、下階から
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上階にわたる吹き抜け空間を設けたりする場合があるが、開口部を設けるために天井根太
が切断されたり切り欠かれたりすると、既存のユニット建物に比べて強度が低下すること
になるので、開口部又はその周辺を補強する必要がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００８－２９１４８９号公報
【特許文献２】特開２００２－５４２３７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１，２に開示されているような溶接接合を使った補強は、既存
の建物の中で火器を使用することになるため、火災の危険を考えると実施しにくい。
【０００７】
　また、補強部材を梁のフランジにボルト接合で接合しようとすると、上下階で重なり合
う梁などが邪魔となり、ボルト孔の穿孔やドリルねじの螺入ができない箇所があるため、
新築時と同じように補強することができない。
【０００８】
　そこで、本発明は、改装時に開口部を設けるときでも容易に実施することが可能な建物
の補強構造を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　前記目的を達成するために、本発明の建物の補強構造は、梁材と柱材とによって骨組構
造体が形成される建物の補強構造であって、前記骨組構造体の上縁は、第１方向に向けて
略平行に配置される一対の第１天井梁と、前記第１方向に略直交する第２方向に向けて略
平行に配置される一対の第２天井梁とによって形成されるとともに、前記第１天井梁間に
は、前記第２方向に向けた天井根太が前記第１方向に間隔を置いて複数、差し渡されてお
り、前記骨組構造体の天井部の一部を切断して開口部を形成した際に、前記開口部又はそ
の周辺に位置する前記天井根太に対して、下面を既存の位置より上方に上げる上げ越し処
理を施したことを特徴とする。
【００１０】
　ここで、前記上げ越し処理に対する補強がされた補強天井根太を設けることができる。
この前記補強天井根太は、前記開口部に差し渡される上側根太材と、その上側根太材の一
端を下方から支持させるために重ね合わされる下側根太材と、前記上側根太材と前記下側
根太材とを接合する連結金具と、前記上側根太材の端部と前記第１天井梁とを繋ぐ端接合
金具とを備えている構成とすることができる。
【００１１】
　また、前記第１天井梁は、天井内部側が開放されるように凹部が向けられた溝形鋼又は
リップ付き溝形鋼によって形成されており、前記端接合金具は、前記凹部を形成する下側
のフランジに載置させる座金を有するとともに、略Ｌ字状に形成される構成であってもよ
い。さらに、前記連結金具は、前記上側根太材と前記下側根太材の側面に跨って取り付け
られる構成とすることができる。
【００１２】
　また、前記補強天井根太は、前記第１天井梁間に差し渡される主根太材と、その主根太
材の側面に固定される副根太材とを備え、前記副根太材は前記主根太材よりも短く形成さ
れるとともに、前記主根太材の上げ越し処理された箇所の高さと同等以下の高さに形成さ
れる構成であってもよい。
【００１３】
　また、前記開口部又はその周辺に位置する前記第１天井梁又は前記第２天井梁の少なく
とも一方は、天井内部側が開放されるように凹部が向けられた溝形鋼又はリップ付き溝形
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鋼によって形成されており、その凹部の開放側に前記第１天井梁又は前記第２天井梁に沿
って補強梁が配置され、前記凹部を形成するウエブと前記補強梁とが、前記補強梁を取り
付けるための固定片が形成された曲げ板状の連結部材と締結部材とによって連結される構
成とすることができる。
【００１４】
　さらに、前記固定片は、前記補強梁の短手方向に間隔を置いて複数箇所に設けることが
できる。また、前記連結部材は、前記補強梁の長手方向に、複数個間隔を置いて設けるこ
とができる。さらに、前記補強梁は、前記凹部の開放側に、凹部の開放側を向かい合わせ
にした溝形鋼又はリップ付き溝形鋼であってもよい。
【発明の効果】
【００１５】
　このように構成された本発明の建物の補強構造は、開口部又はその周辺に位置する天井
根太の下面を既存の位置より上方に上げる上げ越し処理を施す。
【００１６】
　このように既存の建物に開口部を設ける際に、開口部に新たに配置するエレベータの資
機材や部材などと干渉する天井根太の一部を取り除くことで、目的に合った開口部を構築
することができる。
【００１７】
　また、上げ越し処理をすることによって既存の天井根太の一部が取り除かれると、既存
の天井梁よりも横補剛剛性が低下することがあるが、補強天井根太を設けて補強すること
によって水平方向の必要な剛性を充分に確保することができる。
【００１８】
　さらに、上側根太材の端部と下側根太材の端部とを上下に重ね合わせることで補強天井
根太を構成するのであれば、上側根太材と下側根太材とをスライドさせるだけで容易に第
１天井梁間の間隔に合わせることができる。
【００１９】
　また、端接合金具に第１天井梁のフランジに載置させる座金を設けることで、補強天井
根太の端部と第１天井梁とを容易に連結させることができる。さらに、上側根太材と下側
根太材の側面に跨って取り付けられる連結金具を使用することで、上下に突出する箇所を
発生させることなく２つの部材を接合させることができる。
【００２０】
　また、主根太材の側面に、はみ出すことのない大きさに形成された副根太材を重ねるこ
とによって構成される補強天井根太であれば、上下に突出する箇所を発生させることなく
軸方向の広い範囲にわたって補強をおこなうことができる。特に、補強天井根太の上から
荷重を載荷させる場合は、その載荷点周辺を副根太材によって部分的に補強することが容
易にできる。
【００２１】
　さらに、開口部又はその周辺に位置する天井梁の長手方向に沿って補強梁を配置し、天
井梁のウエブと補強梁とを固定片が形成された曲げ板状の連結部材と締結部材とによって
連結させることで、さらに開口部を補強することができる。
【００２２】
　また、このような構成であれば、改装時に天井梁への補強梁の取り付けを開口部から容
易におこなうことができる。さらに、補強梁を天井梁に沿って配置することで、天井梁の
強軸方向の許容曲げ応力度を低下させることなく、弱軸方向の強度を高めることができる
。すなわち、補強梁の配置によって天井梁の横補剛剛性が高められるので、建物の耐力を
落とすことなく吹き抜け空間を設けることができる。
【００２３】
　また、固定片が補強梁の短手方向に間隔を置いて複数箇所に設けられている場合は、天
井梁と固定片を有する連結部材と補強梁とで閉断面に近い断面が形成されるので、天井梁
の許容曲げ応力度を増加させることができる。
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【００２４】
　さらに、連結部材が補強梁の長手方向に複数個間隔を置いて設けられている場合は、連
結部材を天井根太や端根太や種々の取付金具などが取り付けられていた箇所を避けて取り
付けることができるので、天井根太の端部をそのまま切り残したり、取付金具をそのまま
残したりしても、補強梁を取り付けることができる。
【００２５】
　また、補強梁を、天井梁の凹部の開放側に凹部の開放側を向かい合わせにした溝形鋼又
はリップ付き溝形鋼によって形成した場合は、既存の建物に下階から上階にわたる吹き抜
け空間を設けるなどの改装時において、補強梁にフランジを設けた分、板状の補強梁を使
用した場合に比べて水平方向の剛性を高めることができる。さらに、補強梁のフランジが
天井梁側を向いているので、開口部への突出量を最小限に抑えることができ、内壁材など
を取り付ける際にも邪魔になることがない。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明の実施の形態のユニット建物の補強構造の構成を説明する断面図である。
【図２】建物ユニットの構成を説明する斜視図である。
【図３】天井根太の構成を説明する断面図である。
【図４】本発明の実施の形態のユニット建物の補強構造の構成を説明する斜視図である。
【図５】実施例１のユニット建物の補強構造の構成を説明する断面図である。
【図６】図５のＡ－Ａ矢視方向で見た断面図である。
【図７】実施例２の補強梁の取付構造を説明する断面図である。
【図８】実施例２の補強梁の取付構造を説明する正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照して説明する。
【００２８】
　図１は、本実施の形態の建物としてのユニット建物の補強構造の構成を説明する断面図
である。ここで、ユニット建物（図示省略）は、図２に示すような建物ユニット１を現場
で複数、隣接して設置することによって構築される。
【００２９】
　この建物ユニット１は、図２に示すように、隅角部に配置される柱材としての柱１１，
・・・と、柱１１，・・・の下端間に架け渡される梁材としての床梁（１２，１３）と、
柱１１，・・・の上端間に架け渡される梁材としての天井梁（１５，１６）とによってボ
ックス形のラーメン構造体（骨組構造体）に形成される。
【００３０】
　この建物ユニット１は、平面視矩形に形成されており、長辺側（桁側）の床梁を桁側床
梁１２（第１床梁）とし、短辺側（妻側）の床梁を妻側床梁１３（第２床梁）とする。ま
た、長辺側の天井梁を桁側天井梁１５とし、短辺側の天井梁を妻側天井梁１６とする。
【００３１】
　ここで、桁側床梁１２、妻側床梁１３、桁側天井梁１５及び妻側天井梁１６は、溝形鋼
又はリップ付き溝形鋼によって成形される。本実施の形態では、図１の桁側天井梁１５で
図示されているように、平行な上下のフランジ１５２，１５２間がウエブ１５１によって
連結された断面視略コ字形の溝形鋼を使用する場合について説明する。
【００３２】
　この溝形鋼（桁側天井梁１５など）は、図１，４から明らかなように、フランジ１５２
，１５２及びウエブ１５１によって形成される凹部の開放側が天井内部側（開口部１９０
側）に向けられている。
【００３３】
　また、図２に示すように、桁側床梁１２，１２間には長辺方向（第１方向又は桁方向と
もいう。）に間隔を置いて複数の床小梁１７２，・・・が差し渡される。すなわち、この
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床小梁１７２は、妻側床梁１３と同じく短辺方向（第２方向又は妻方向ともいう。）に向
いて略平行に配置される。
【００３４】
　この床小梁１７２は、四角筒状の角形鋼管によって成形される。また、床小梁１７２の
両端には、断面視コ字形の取付金具（図示省略）が接合されており、その取付金具は桁側
床梁１２に溶接によって接合される。
【００３５】
　さらに、床小梁１７２，・・・上には妻側床梁１３，１３間に複数の木製の床根太１７
３，・・・が差し渡され、その上には床材１７１が貼り付けられる。すなわち、床部１７
は、桁側床梁１２，１２間に差し渡された複数の床小梁１７２，・・・と、床小梁１７２
，・・・上において妻側床梁１３，１３間に差し渡される複数の床根太１７３，・・・と
、面状の床材１７１とによって主に構成される。
【００３６】
　一方、桁側天井梁１５，１５間には、短辺方向に向けた複数の木製の天井根太１９２，
・・・が架け渡され、それらの天井根太１９２，・・・の下面に天井材１９１が取り付け
られることによって天井部１９が形成される。また、柱１１，１１間には壁部１８が設け
られる。
【００３７】
　さらに、図２に示すように、柱１１と桁側床梁１２又は妻側床梁１３との接合部には、
断面視略コ字形の接合枠材１４が配置される。すなわち、柱１１の側面に接合枠材１４の
端面が当接されて溶接によって接合がおこなわれ、接合枠材１４に対して桁側床梁１２又
は妻側床梁１３が溶接によって接合される。この接合枠材１４は、柱１１と桁側天井梁１
５又は妻側天井梁１６との接合にも使用される。
【００３８】
　そして、リフォームなどの改装時に、階段、エレベータ、エントランスやリビング等に
設けられる吹き抜け空間又は天井裏収納庫などを構築する際に、建物ユニット１の天井部
１９の一部を切断して開口部１９０を設けた斜視図を図４に示した。
【００３９】
　この図４では、開口部１９０の形状に合わせて一部が切り取られた天井材１９１が、天
井根太１９２，・・・下に貼り付けられている。すなわち、この開口部１９０は、開口部
１９０を設ける位置の天井材１９１を切断し、開口部１９０を横断する天井根太１９２を
上げ越し処理することによって開口される。この上げ越し処理は、開口部１９０において
既存の天井根太１９２の下面の位置のままでは他の部材と干渉するなど支障がある場合に
おこなわれる。
【００４０】
　図３は、開口部１９０を設ける前に桁側天井梁１５，１５間に架け渡されていた天井根
太１９２に対して、開口部１９０の位置の下面を既存の位置より上方に上げるために切取
部１９２ａを切り取った天井根太１９２Ａを示した断面図である。
【００４１】
　このように天井根太１９２Ａの一部である切取部１９２ａが取り除かれると、桁側天井
梁１５，１５の横補剛剛性が低下することになるが、設計的に必要とされる水平方向の剛
性が確保できていれば、そのまま既存の天井根太１９２Ａを使用し続けることができる。
【００４２】
　これに対して、切取部１９２ａの除去によって必要とされる水平方向の剛性が確保でき
なくなる場合は、図１，４に示すように補強天井根太６を開口部１９０に配置することに
なる。
【００４３】
　この補強天井根太６は、桁側天井梁１５，１５間に架け渡される。この補強天井根太６
は、開口部１９０に差し渡される上側根太材６１と、その上側根太材６１の一端に重ね合
わされる下側根太材６２と、上側根太材６１と下側根太材６２とを接合する連結金具６４
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と、上側根太材６１の端部と桁側天井梁１５とを繋ぐ端接合金具６３とを主に備えている
。
【００４４】
　この上側根太材６１は、長尺状の木製の角材によって成形される。また、下側根太材６
２も、長尺状の木製の角材によって成形される。さらに、下側根太材６２の一端には、桁
側天井梁１５のフランジ１５２に引っ掛けるための引掛部６２ａが形成される。また、上
側根太材６１又は下側根太材６２は、開口部１９０に架け渡されていた既存の天井根太１
９２を加工することによって形成することができる。
【００４５】
　そして、下側根太材６２の端部の上に上側根太材６１の端部が載置される。さらに、重
ね合わされた上側根太材６１と下側根太材６２とは、上側根太材６１と下側根太材６２の
側面に跨って取り付けられる連結金具６４によって接合される。
【００４６】
　この連結金具６４は、矩形状の鋼板によって成形される。また、連結金具６４は、締結
部材としてのドリルねじ６６，・・・を捩じ込むことによって上側根太材６１と下側根太
材６２のそれぞれに固定される。さらに、この連結金具６４は、上側根太材６１及び下側
根太材６２を挟んで両側面に取り付けられる。
【００４７】
　このように下側根太材６２の上に載置された上側根太材６１の桁側天井梁１５側の端部
は、図１に示すようにウエブ１５１の中ほどに当接される。そこで、上側根太材６１の端
部と桁側天井梁１５とを繋ぐために端接合金具６３を使用する。
【００４８】
　この端接合金具６３は、上側根太材６１の両側面に沿ってそれぞれ配置される略Ｌ字状
に形成された長Ｌ金具６３１と、上側根太材６１の下面より下方に垂下された下端に形成
された座金６３２とを備えている。この座金６３２は、桁側天井梁１５の下側のフランジ
１５２上に載置され、締結部材としてのドリルねじ６５によって桁側天井梁１５に固定さ
れる。
【００４９】
　また、この座金６３２と上側根太材６１の端部との間には、台材６１１を介在させる。
さらに、端接合金具６３は、ドリルねじ６６，・・・を使って上側根太材６１及び台材６
１１に固定させる。
【００５０】
　次に、本実施の形態のユニット建物の補強構造の作用について説明する。
【００５１】
　このように構成された本発明のユニット建物の補強構造は、開口部１９０又はその周辺
に位置する天井根太１９２の下面を既存の位置より上方に上げる上げ越し処理を施す。
【００５２】
　このように既存のユニット建物に開口部を設ける際に、開口部１９０に新たに配置する
資機材や部材などと干渉する切取部１９２ａを除去した天井根太１９２Ａとすることで、
目的に合った開口部１９０を構築することができる。
【００５３】
　例えば、改装時にエレベータを設ける場合に、最上階の天井部１９に設けた開口部１９
０においては、エレベータの取り付けに支障となる天井根太１９２の下部を除去しなけれ
ばならないことがある。
【００５４】
　この際、上げ越し処理をすることによって既存の天井根太１９２の一部が取り除かれる
と、横補剛効果部材が取り除かれることになって風荷重や地震荷重などの水平方向の荷重
が桁側天井梁１５の側方から作用したときの剛性が低下することになる。このため、必要
に応じて補強天井根太６を設けることによって水平方向の剛性を充分に確保した上げ越し
処理をおこなうこととする。
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【００５５】
　ここで、補強天井根太６を上下に配置する上側根太材６１と下側根太材６２とを使って
構成するのであれば、上側根太材６１と下側根太材６２とをスライドさせるだけで容易に
既存の桁側天井梁１５，１５間の間隔に合わせることができる。さらに、下側根太材６２
の長さを調整することで、容易に上げ越し処理をおこなう範囲を変更することができる。
【００５６】
　また、補強天井根太６の端部に取り付けられる端接合金具６３に、桁側天井梁１５のフ
ランジ１５２に載置させる座金６３２を設けることで、補強天井根太６の端部と桁側天井
梁１５とを容易に連結させることができる。
【００５７】
　さらに、上側根太材６１と下側根太材６２の側面に跨って取り付けられる連結金具６４
を使用することで、上下に何ら部材を突出させることなく２つの部材を接合させることが
できる。すなわち、側面に取り付ける連結金具６４を使用するのであれば、補強天井根太
６の上下に突出する箇所がなく、他の部材と干渉することもない。
【００５８】
　また、任意の位置にドリルねじ６６，・・・を捩じ込むことで連結金具６４を固定する
構成であれば、上側根太材６１及び下側根太材６２に対する位置合わせを正確におこなう
必要がなく、容易に上側根太材６１と下側根太材６２とを接合させることができる。
【実施例１】
【００５９】
　以下、前記した実施の形態とは別の形態の実施例１について、図５，６を参照しながら
説明する。なお、前記実施の形態で説明した内容と同一乃至均等な部分の説明については
同一符号を付して説明する。
【００６０】
　前記実施の形態では、上下に２つの根太材を重ねることによって構成される補強天井根
太６について説明したが、この実施例１では、横方向に２つの根太材を重ねることによっ
て構成される補強天井根太７について説明する。
【００６１】
　この補強天井根太７は、桁側天井梁１５，１５間に差し渡される主根太材７１と、その
主根太材７１の側面に固定される副根太材７２と、主根太材７１と副根太材７２とを接合
させる締結部材としての複数の木ねじ７３，・・・とを主に備えている。
【００６２】
　この主根太材７１は、長尺状の木製の角材によって成形されている。また、主根太材７
１は、開口部１９０を跨いで桁側天井梁１５，１５間に架け渡し可能な長さに形成され、
端部には桁側天井梁１５のフランジ１５２に引っ掛ける引掛部７１ａが形成される。
【００６３】
　さらに、主根太材７１には、開口部１９０に配置される箇所の下部が切り取られた切欠
部７１ｂが形成される。この切欠部７１ｂが、下面を既存の位置より上方に上げる上げ越
し処理を施した箇所となる。そして、このような主根太材７１は、既存の天井根太１９２
を加工することによって形成される。
【００６４】
　一方、副根太材７２は、長尺状の木製の角材によって主根太材７１よりも短く形成され
る。また、副根太材７２は、主根太材７１よりも高さが低く形成される。この副根太材７
２の高さは、主根太材７１の切欠部７１ｂの高さと略同じ高さになる。
【００６５】
　そして、側方から見て主根太材７１の切欠部７１ｂの軸方向の少なくとも一部と合致す
るように副根太材７２を重ね合わせ、複数の木ねじ７３，・・・を使って双方を接合する
（図５参照）。
【００６６】
　また、この実施例１では、補強天井根太７の上に受け材１９３を載置する。この受け材
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１９３は、折板屋根のタイトフレーム（図示省略）を支持させる部材である。
【００６７】
　例えば、折板屋根の上に太陽光パネルを設置する場合は、桁側天井梁１５や妻側天井梁
１６の上だけでなく、天井根太１９２上に受け材１９３を載せて、荷重を支持させる場合
がある。そのような場合に、補強天井根太７を架け渡した位置でも受け材１９３を支持で
きる強度に補強をおこなう。
【００６８】
　このように構成された実施例１の補強天井根太７は、主根太材７１の上部の側面に沿っ
て切欠部７１ｂと同じ高さの副根太材７２を重ねることによって構成される。
【００６９】
　このため、開口部１９０の上げ越し処理を施した箇所だけでなく、その他の箇所におい
ても主根太材７１よりも上方や下方に突出される箇所がなく、他の部材と干渉するなどの
支障を起こさせることなく軸方向の広い範囲にわたって補強をおこなうことができる。
【００７０】
　特に、折板屋根の上に太陽光パネルを設置する際など補強天井根太７の上から荷重を載
荷させる場合は、その載荷点周辺を副根太材７２によって部分的に補強することが容易に
できる。
【００７１】
　なお、他の構成及び作用効果については、前記実施の形態又は他の実施例と略同様であ
るので説明を省略する。
【実施例２】
【００７２】
　以下、前記した実施の形態又は実施例１とは別の形態の実施例２について、図７，８を
参照しながら説明する。なお、前記実施の形態又は実施例１で説明した内容と同一乃至均
等な部分の説明については同一符号を付して説明する。
【００７３】
　この実施例２では、前記実施の形態又は実施例１で説明したような補強天井根太６，７
による補強だけでなく、開口部１９０周辺の桁側天井梁１５又は妻側天井梁１６の少なく
とも一方を補強梁５によって直接、補強する構成について説明する。
【００７４】
　例えば、吹き抜け空間を形成するために大きな開口部１９０を形成すると、天井根太１
９２が大きく切り欠かれたり切断されたりして、桁側天井梁１５の横補剛剛性が低下する
ことがある。
【００７５】
　また、図２に示すように、妻側天井梁１６の横補剛剛性は、隣接する天井根太１９２と
の間に差し渡された端根太１９４，・・・によって確保されているが、この端根太１９４
が取り除かれると妻側天井梁１６の横補剛剛性が低下することになる。
【００７６】
　そこで、この実施例２では、補強梁５を使って、開口部１９０に面する桁側天井梁１５
の補強をおこなう。この補強梁５は、図８に示すように、桁側天井梁１５の軸方向に沿っ
て配置される長尺状の鋼材である。
【００７７】
　例えば、補強梁５は、図７に示すように、平行な上下のフランジ５２，５２間がウエブ
５１によって連結された断面視略コ字形の溝形鋼によって形成される。また、補強梁５は
、桁側天井梁１５の凹部の開放側に、補強梁５の凹部の開放側を向かい合わせにした状態
で配置される。
【００７８】
　そして、補強梁５は、鉛直方向（補強梁５の短手方向）に間隔を置いて２箇所に形成さ
れる固定片５３２，５３２を有する連結部材５３によって桁側天井梁１５のウエブ１５１
に連結される。この連結部材５３，５３は、図８に示すように補強梁５の長手方向に、複
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数個間隔を置いて設けられる。
【００７９】
　この連結部材５３は、図７に示すように、鋼板を折り曲げ加工することによって形成さ
れる。具体的には、連結部材５３の梁側固定部５３１はウエブ１５１に沿って平板状に形
成され、その梁側固定部５３１の上下の両縁部５３３，５３３はフランジ１５２，１５２
と略平行となるように直角に折り曲げられることによって形成される。
【００８０】
　そして、上側の縁部５３３の補強梁５側を直角上向きに折り曲げることによって上側の
固定片５３２が形成される。また、下側の縁部５３３の補強梁５側を直角下向きに折り曲
げることによって下側の固定片５３２が形成される。すなわち、連結部材５３の上縁と下
縁に形成された固定片５３２，５３２同士は、上下逆向きに突出された形状となる。
【００８１】
　また、桁側天井梁１５のウエブ１５１に当接される梁側固定部５３１は、締結部材とし
てのドリルねじ５３４によってウエブ１５１に固定される。このドリルねじ５３４の捩じ
込みは、開口部１９０を利用して側方からおこなうことができる。
【００８２】
　図８は、連結部材５３，５３によって桁側天井梁１５に固定された補強梁５を開口部１
９０の中央側から見た正面図である。この図に示すように、開口部１９０側に露出される
固定片５３２，５３２に対しては、補強梁５のウエブ５１を当接させ、ドリルねじ５３４
，５３４を開口部１９０側から捩じ込むことで、補強梁５を連結部材５３に固定すること
が容易にできる。
【００８３】
　このように開口部１９０又はその周辺に位置する桁側天井梁１５の長手方向に沿って補
強梁５を配置し、桁側天井梁１５のウエブ１５１と補強梁５とを両端に固定片５３２，５
３２が形成された曲げ板状の連結部材５３とドリルねじ５３４とによって連結させれば、
桁側天井梁１５自体の強軸方向の許容曲げ応力度を低下させることなく、桁側天井梁１５
の弱軸方向の強度（桁側天井梁１５の側方から作用する力に対する水平方向の剛性）を高
めることができる。
【００８４】
　このように開口部１９０又はその周辺に位置する天井梁（１５，１６）の長手方向に沿
って補強梁５を配置し、天井梁（１５，１６）のウエブ１５１と補強梁５とを両端に固定
片５３２，５３２が形成された曲げ板状の連結部材５３とドリルねじ５３４，・・・とに
よって連結させることで開口部１９０を補強することができる。このため、既存のユニッ
ト建物の耐力を落とすことなく、改装時に吹き抜け空間を新たに設けることができる。
【００８５】
　また、連結部材５３の固定片５３２，５３２が補強梁５の短手方向の２箇所に設けられ
ている場合は、天井梁（１５，１６）と固定片５３２，５３２を有する連結部材５３と補
強梁５とで閉断面に近い断面が形成されるので、天井梁（１５，１６）の許容曲げ応力度
を増加させることができる。
【００８６】
　さらに、連結部材５３，５３を、図８に示すように、補強梁５の長手方向に複数個間隔
を置いて設ける構成とすることで、天井根太１９２や端根太１９４や種々の取付金具など
が取り付けられていた箇所を避けて連結部材５３を取り付けることができる。このため、
天井根太１９２の端部をそのまま切り残したり、取付金具（図示省略）などの他の部材を
そのまま残したりしても、補強梁５を取り付けることができる。
【００８７】
　また、補強梁５を、天井梁（１５，１６）の凹部の開放側に凹部の開放側を向かい合わ
せにした溝形鋼又はリップ付き溝形鋼によって形成することで、既存のユニット建物に下
階から上階にわたる吹き抜け空間を設けるなどの改装時において、補強梁５にフランジ５
２，５２を設けた分、板状の補強梁を使用した場合に比べて水平方向の剛性を高めること
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ができる。
【００８８】
　さらに、補強梁５のフランジ５２，５２が天井梁側を向いて天井梁（１５，１６）の凹
部に収容されるのであれば、開口部１９０への突出量を最小限に抑えることができ、内壁
材などを取り付ける際にも邪魔になることがない。
【００８９】
　なお、他の構成及び作用効果については、前記実施の形態又は他の実施例と略同様であ
るので説明を省略する。
【００９０】
　以上、図面を参照して、本発明の実施の形態を詳述してきたが、具体的な構成は、この
実施の形態及び実施例に限らず、本発明の要旨を逸脱しない程度の設計的変更は、本発明
に含まれる。
【００９１】
　例えば、前記実施の形態又は実施例では、第１天井梁を桁側天井梁１５とし、第２天井
梁を妻側天井梁１６としたが、これに限定されるものではなく、第１天井梁を妻側天井梁
とし、第２天井梁を桁側天井梁としてもよい。また、第１天井梁と第２天井梁の長さが同
じであってもよい。
【００９２】
　また、前記実施の形態又は実施例１では、補強される天井根太として桁側天井梁１５，
１５間に架け渡される補強天井根太６，７について説明したが、これに限定されるもので
はなく、妻側天井梁１６と天井根太１９２との間に架け渡される端根太１９４を上げ越し
処理する場合にも同様の補強をおこなうことができる。例えば、前記実施の形態で説明し
た端接合金具６３を使って端根太１９４の下面の位置を上方に移動させることができる。
【００９３】
　さらに、前記実施の形態又は実施例では、締結部材としてドリルねじ６５，６６，５３
４又は木ねじ７３を使用する場合について説明したが、これに限定されるものではなく、
例えば、ドリルなどの穿孔機で孔を開けたり既存の孔が利用できたりするのであれば、ワ
ンサイドボルト、ネジ、ビスなどを締結部材として使用することができる。また、端接合
金具６３及び連結金具６４の固定にはドリルねじ６６に代えて木ねじや釘などを使用する
こともできる。さらに、主根太材７１と副根太材７２との接合には、木ねじ７３に代えて
ドリルねじや釘などを使用することもできる。
【００９４】
　また、前記実施の形態又は実施例では、建物ユニット１の一部に開口部１９０を設ける
場合について説明したが、これに限定されるものではなく、ユニット建物の複数個所に開
口部を設ける場合にも本発明を適用できる。
【００９５】
　さらに、前記実施の形態又は実施例では、ラーメン構造体である建物ユニット１を複数
、隣接させて構成されるユニット建物の補強構造について説明したが、これに限定される
ものではない。例えば、軽量形鋼を使った梁材と柱材とによって組み立てられる骨組構造
体が形成される鉄骨造の建物にも本発明を適用することができる。
【符号の説明】
【００９６】
１　　　　　　　建物ユニット（骨組構造体）
１１　　　　　　柱（柱材）
１２　　　　　　桁側床梁（梁材）
１３　　　　　　妻側床梁（梁材）
１５　　　　　　桁側天井梁（第１天井梁、梁材）
１５１　　　　　ウエブ
１５２　　　　　フランジ
１６　　　　　　妻側天井梁（第２天井梁、梁材）
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１９　　　　　　天井部
１９２，１９２Ａ　天井根太
１９０　　　　　開口部
６　　　　　　　補強天井根太
６１　　　　　　上側根太材
６２　　　　　　下側根太材
６３　　　　　　端接合金具
６３１　　　　　長Ｌ金具
６３２　　　　　座金
６４　　　　　　連結金具
７　　　　　　　補強天井根太
７１　　　　　　主根太材
７２　　　　　　副根太材
５　　　　　　　補強梁
５１　　　　　　ウエブ
５２　　　　　　フランジ
５３　　　　　　連結部材
５３２　　　　　固定片
５３４　　　　　ドリルねじ（締結部材）
【要約】
【課題】改装時に開口部を設けるときでも容易に実施することが可能な建物の補強構造を
提供する。
【解決手段】建物ユニット１の天井部１９の一部を切断して開口部１９０を形成した際に
、開口部又はその周辺に位置する天井根太１９２に対して、下面を既存の位置より上方に
上げる上げ越し処理を施す。
　そして、上げ越し処理に対する補強がされた補強天井根太６を設ける。この補強天井根
太は、開口部に差し渡される上側根太材６１と、その上側根太材の一端を下方から支持さ
せるために重ね合わされる下側根太材６２と、上側根太材と下側根太材とを接合する連結
金具６４と、上側根太材の端部と桁側天井梁１５とを繋ぐ端接合金具６３とを備えている
。
【選択図】図１
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【図１】

【図２】
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【図３】

【図４】
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【図５】

【図６】
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【図７】

【図８】



(17) JP 4691202 B1 2011.6.1

10

フロントページの続き

    審査官  新田　亮二

(56)参考文献  特開平１０－０２５０７３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０９－２０３１２０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００８－２９１４８９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０００－２４８６２３（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｅ０４Ｂ　　　１／３４８
              Ｅ０４Ｇ　　２３／０２
              Ｅ０４Ｂ　　　９／００　－　９／３６　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	abstract
	drawings
	overflow

